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中島村 小学校・中学校のこれからの学校

についてみんなで考えるアンケート 

(前置き資料)(中学生対象) 
はじめに 

中島村では、将来にわたり、子どもたちがより良い教育環境で学ぶことができる学校について考えています。 

このアンケートは、学校統合の賛否を問うものではありません。みなさんが今の学校生活で大切だと思うこと

や、学校の規模や学習環境について感じていること、そして、これからどのような学校や教育環境が望ましい

と思うかについて、みなさんの考えを聞くことを目的としています。 

また、中学生のみなさんには、現在の中学校生活だけでなく、これまで過ごしてきた小学校時代を振り返り、

「こんな学校だったらよかった」「これから小学生になる子どもたちには、こんな学校で学んでほしい」と思う

ことについても聞きます。 

これまで小学校・中学校で学んできた経験をもとに、自分自身のことだけでなく、これからの中島村の子ど

もたちのことも考えながら、率直な意見を聞かせてください。 

みなさん一人ひとりの意見は、これからの学校や教育環境について考えるための大切な参考資料となります。 

どれを選んでも間違いではありません。自分が思ったこと、感じたことをそのまま回答してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

アンケートにこたえる前に、次ページ以降の資料を、かならず読んでください。 

そこには、みなさんが通う中学校、小学校の今のようすや、子どもの数の変化などが書かれています。 

学校のことを知ってから、アンケートにこたえてください。 
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●中島村の 小学校・中学校の 場所：中島村には、２つの小学校と、１つの中学校があります。 

 
 

●これからの 子どもの数について 
いまから 約１０年前（２０１３年）から、これから 約１０年後（２０３２年）までの、中島村の子どもの数の 変わりかた（これ

までの数と、これからの予想）は、下のとおりです。 

 

1. 小学校と 中学校の 全員の 数 

 
● 学校の 子どもの数が とても 減っていきます 

いまから 約１０年前の ２０１３年と くらべると、これから 約６年後の ２０３２年には、学校の 子どもの数が半分ちか

く（１００人のうち ４７人くらい） 減ってしまう 予想です。 

 

● 子どもの数は、これからも減る見込みです。 

これまでの １０年間(2023 年～2023 年)で１２４人 減りました。 これからの ９年間(2023 年～2032 年)で１０９人 減る 

予想です。これかも 子どもの数が 減少していく見込みです。 
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2. それぞれの 学校の 子どもの数の 変わりかた 

1)滑津小学校 

  
● 滑津小学校の 子どもの数が とても 減っていきます 

いまから 約１０年前（２０１３年）と くらべると、これから 約６年後（２０３２年）には、学校の 子どもの数が 半分ちかく

（１００人のうち ４５人くらい） 減ってしまう 予想です。人数でいうと、７５人 も 減ってしまいます。 

● 減る スピードが どんどん 速くなっています 

これまでの １０年間で１６人 減りました。これからの ９年間で５３人 減る 予想です。 

これまでに くらべて、これからのほうが、一気に たくさんの 子どもの数が 減っていくことになります。 

 

2）吉子川小学校 

 
●吉子川小学校の 子どもの数が 半分より 少なくなります 

いまから 約１０年前（２０１３年）と くらべると、これから 約６年後（２０３２年）には、学校の 子どもの数が 半分

より もっと（１００人のうち ５５人くらい） 減ってしまう 予想です。人数でいうと、７８人 も 減ってしまいます。 

●減る スピードが どんどん 速くなっています 

これまでの １０年間で３１人 減りました。これからの ９年間で４７人 減る 予想です。 

これまでに くらべて、これからのほうが、もっと 早いスピードで 子どもの数が 減っていくことになります。 
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3)中島中学校 

 
● 中学校の 生徒の数が とても 減っていきます 

いまから 約１０年前（２０１３年）と くらべると、これから 約６年後（２０３２年）には、中学校の 生徒の数が 半分ちかく（１

００人のうち ４３人くらい） 減ってしまう 予想です。人数でいうと、８０人 も 減ってしまいます。 

● これまでにも たくさん 減ったし、これからも 減りつづけます 

これまでの １０年間で７７人 も 減りました。これからの ９年間で ３人 減る 予想です。 

中学校では、これまでの １０年間で すでに たくさんの 先輩たちが 減ってしまいましたが、これからも まだまだ 生徒

の数が 減りつづける ことになります。 

●学校の 建物の ようすと、いま やっていることについて 

 
● 学校の 建物が とても 古くなっています 

いまの 校舎が 建てられてから、５０年～６０年 も たっています。みんなのお父さんやお母さん、おじいちゃんやおばあ

ちゃんが 子どものころから ある建物です。２０年くらい前に 大きな 修理をしましたが、また いろいろな ところが 古くなっ

てきています。 

● 修繕するために 毎年 たくさんの お金が かかります 

学校の こわれたところを 修繕するため、毎年 ８００万円～１,４００万円 という、とても たくさんの お金を 使っています。 

● パトロールをして 安全を まもっています 

みんなが 安心して お勉強や 運動が できるように、建物を 直す 専門の 人たちに 毎日しっかり 点検

を してもらって、あぶない ところが ないか いつも 調べています。 
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アンケートに答える前に考えてみよう 

あなたは、どんな学校だったら毎日楽しく通えると思いますか。 

学校で「これからも大切にしたい」と思うことは何ですか。 

将来の中島村の学校が、どんな学校になったらよいと思いますか。 

 

 

 

 


